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第 3 章 計画の基本目標 

１ 基本目標 

第９期計画では、YOKOSUKAビジョン２０３０で定めた「誰もが自分らしく幸せに

生きられるまち」を基本目標として掲げます。 

本市では今後もさらに高齢化が進み、令和２２年（２０４０年）には高齢化率が

40％に迫ると推計されています。こうした将来を見据えて、地域における人と人と

のつながりを一層強化し、住民が共に支え合い、心のふれあうまちの実現を目指しま

す。 

◆◇◆ 基 本 目 標 ◆◇◆ 

 

２ 位置づけ 

これまでの計画では、基本目標を掲げながら、課題解決に向けた様々な施策を位

置付け、過去の実績をもとにサービス見込量の推計を行ってきました。 

本計画では、基本目標の下に基本目標を達成するための３つの目標を掲げた上で、

目標の達成に有効な基本方針を位置付けます。その基本方針に従って施策を位置づ

け、各事業やサービス量の見込を推計します。 

また、目標達成に向けた進捗状況を測るため、各段階に分けて成果指標を設定す

るなど、ＰＤＣＡサイクルを通して進行管理を行うとともに、次期計画につなげていき

ます。 

  

いくつになってもだれもが自分らしく幸せに生きられる 

まち 
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 計画全体のビジョン 

① 目標・基本方針 

基本目標を踏まえ、本計画に位置付ける各種施策の実施を通じて、横須賀市が目

指す高齢者の未来像を３つの目標として設定します。 
 

・だれもが健康で生き生きと主体的に暮らせるまち 
・だれもが地域の一員として支え合い、暮らせるまち 
・だれもが自分に合った環境で安心して暮らせるまち 

 
この３つの目標に向けて、横須賀市が行う施策について、５つの基本方針を設定し

ます。 
 

方針１ それぞれの状態に応じた健康づくり 

方針２ 地域における支え合いの基盤づくり 

方針３ 認知症との共生 

方針４ 本人と家族を支えるネットワークの充実 

方針５ 介護保険制度の持続可能で安定的な運営 

② 具体的な取組の設定 

基本方針ごとに、基本目標を達成するための施策を設定し、具体的な取組として、

各事業を位置づけます。各事業には実施見込量を設定し、毎年度取り組みの結果を

報告します。 

③ 進捗状況を示す指標の設定 

市が行う施策について、段階別の目標を設定します。また、目標の達成度合いを測

るための指標をそれぞれに設定します。 

計画に記載した施策において、各取組の結果による施策目標への効果測定を毎年

度行い、それにより、具体的な取組を見直します。 

また、各施策を実施するための方針において設定した目標は、次期計画策定時に

達成度合いを評価し、施策を見直すこととします。 
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３ 基本目標実現に向けて～地域包括ケアシステムの深化・推進～ 

地域包括ケアシステムとは、高齢者等が住み慣れた地域で、安心して尊厳あるその

人らしい生活を継続していくため、介護保険制度によるサービスだけでなく、その他

の多様な社会資源を本人が活用できるように、包括的および継続的に支援するシス

テムのことです。地域包括ケアシステムにおいては、要介護状態になっても住み慣れ

た地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、医療、介護、

介護予防、住まい、生活支援は包括的に提供されます。 

 

第９期計画中に市民の３人に１人が６５歳以上の高齢者、５人に１人が７５歳以上の

高齢者となる横須賀市において、「いくつになってもだれもが自分らしく幸せに生き

られるまち」を実現するためには、第８期計画に引き続き、地域包括ケアシステムの

構築が必要不可欠です。 

さらに、地域包括ケアシステムを支えている介護人材の確保や、業務効率化の取り

組みなどを強化していく必要があります。 
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厚生労働省資料 

横須賀市の地域包括ケアシステム説明図 
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４ 体系 

 

※健康…横須賀市では健康を、病気や障害があっても自分らしくいられる、心身および社会的に良好な状態と定義します。 

基本目標 （仮）目標 （仮）基本方針 （仮）施策
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　１．それぞれの状態に応じた健康づくり

・介護予防・健康づくりの推進

・生きがいづくり・社会参加支援

　２．地域における支え合いの基盤づくり ・支え合い活動への支援

　３．認知症との共生

・認知症に対する理解の促進

・認知症当事者と家族への支援

　４．高齢者本人と家族を支える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネットワークの充実

・医療・介護の連携の推進

・尊厳の保持・権利擁護の推進

・包括的な相談支援の充実

・在宅生活の継続支援

・災害等に対する支援

５．介護保険制度の持続可能で安定的な運営

・介護保険サービスの利用状況

・介護保険施設および介護保険事業所の整備計画

・介護人材の確保・定着支援と業務の効率化

・介護保険サービスの安定的な供給

・介護給付適正化の推進


